
京
都
大
学
教
官
の
任
期
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

（
平
成
十
六
年
達
示
第
九
十
号
）

京
都
大
学
教
官
の
任
期
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
年
達
示
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

京
都
大
学
教
員
の
任
期
に
関
す
る
規
程

第
一
条
中
「
任
用
」
を
「
雇
用
」
に

「
教
官
」
を
「
教
員
」
に

「
第
三
条
」
を
「
第
五
条
」
に
改
め
る
。

、

、

第
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
任
期
を
定
め
て
任
用
す
る
教
官
」
を
「
任
期
を
定
め
る
教
員
」
に

「
任
用
さ
れ
る
も
の
と
し
、
当
該
教
官
」
を
「
雇
用
さ

、

れ
る
も
の
と
し
、
当
該
教
員
」
に
改
め
る
。

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
条

こ
の
規
程
に
基
づ
き
任
期
を
定
め
て
雇
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
別
紙
様
式
に
よ
り
本
人
の
同
意
を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
三
条

前
条
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
る
任
期
は
、
教
員
が
当
該
期
間
中
に
そ
の
意
思
に
よ
り
退
職
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

別
表
第
一
化
学
研
究
所
の
項
中
「
全
研
究
部
門
」
を
「
全
研
究
系
」
に
改
め
、

「

流
動
部
門

二
年

同
表
霊
長
類
研
究
所
の
項
中

多
様
性
保
全
研
究
分

た
だ
し
、
再
任
の
場

可

を

助

手

野

合
に
あ
っ
て
は
一
年

」

「

教

授

行
動
神
経
研
究
部
門

五
年

可

助

教

授

認
知
学
習
分
野

助

手

に
改
め
る
。

流
動
部
門

二
年

多
様
性
保
全
研
究
分

た
だ
し
、
再
任
の
場

可

助

手

野

合
に
あ
っ
て
は
一
年

」

別
紙
様
式
中
「

」
を
「

」
に

「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

教
官

教
員

任
用

雇
用

、

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
の
施
行
の
際
現
に
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
る
教
員
の
任
期
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


